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要旨  

 本稿は、あいさつ言葉を通して二つのことを明らかにすることを目的としている。一

つ目は、人間関係の良好化を目的とした言葉が、どのように選択され、使用されていっ

たのかを明らかにすることである。すなわち、あいさつ言葉がコミュニケーションの入

門的地位に置かれていながら、時として非常にデリケートな選択に迫られる実態と理由

を明らかにすることである。  

もう一つは、定型化された言葉が、変容していく様態と原因を明らかにすることであ

る。この変容を本論文では「形式（ form）」と「内容 (contents)」に分けて見ている。た

とえば、「おはようございます」が「おす」に変化するのは形式上の変容であるが、江戸

期気の置けない仲間同士のあいさつだった「こんにちは」が、知識人をはじめ広く使わ

れるようになると内容の変化になる。これら使用法の実態と変化の様相を見ることによ

り、日本語のあいさつ言葉の特徴や言語と社会との関係が明らかなる。これこそが最大

の目的といえる。  

多くのあいさつ言葉は、かつて実質的な意味を持っていた文の一部が決まり文句とし

て繰り返し使われるうちに、他の部分が省略され、その部分だけで役割を果すようにな

ることで生まれた。例えば、「さようならば（これにて失礼いたします等）」が、別れを

表す「さようなら」になったことが当てはまる。その「さようなら」はさらに「さよな

ら」「さいなら」に変化する。このような社交（交感）機能を持った言葉は、実質的な意

味から解放されたため、社交的機能が果たせるかぎり形を変え続け、それに伴い機能（特

にポライトネス）も変化していく。  

本稿は、定型化社交言語の生成を「ファティック化」、その後の変化を「ファティック

化が進む」とし、両現象を広い意味での「ファティック化（phaticalization）」という言

葉で表している。これらの用語は、本論文執筆者と指導教授からの示唆による新しい概

念である。  
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abstract 

This purpose of this paper is intended to prove the two facts through Aisatsu words. 

First, among the words which aims as good relationship, how it is selected and how it is being 

used will be discussed. 

It is clarified that though Aisatsu words acts an introduction in communication, 

sometimes it will force you for a delicate choice in the actual situation and reason.  

Another fact that the behavior and cause in the transformation of stylized words are 

clarified. This transformation is divided into "contents" and "form" in this paper to be 

discussed. For example, the change of "Ohayogozaimasu" to "Osu" is a transformation of 

form. "Konnichiwa" which was used as a greeting among affable fellows in Edo period but it 

had been widely used among the knowledgeable people later which shows a change in 

contents. By looking at the reality of usage and situation of change, the relationship between 

characteristics of Japanese Aisatsu words and language and society can be clarified which is 

the main purpose of this paper. 

Most Aisatsu words was used repeatedly as a determined phrase of part of sentence 

with substantial meaning. By omitting other parts, it also works for that part only. For 

example, "Sayonaraba" had become "Sayonara" which has a meaning of parting. "Sayonara" 

is then transformed to "Sayonara" and "Sainara". For this wording with social (phatic) 

functions, as the substantial meaning was released, the form was transformed to fulfill the 

social functions while the according functions (especially politeness) is also transformed. 

In this paper, the generation of standardized social language is under phaticalization. 

After that, the change is treated as "processing of phaticalization". This two phenomenon was 

expressed as phaticalization in wide meaning. These terms is a new concept suggested by the 

author of this paper and professor. 

 

１．はじめに 

 

人にあいさつするという行為が人間関係に大きな役割をしていることは、学校教育におけるあ

いさつ指導や、そこかしこで見かけるあいさつ奨励のポスターを見れば明らかである。しかし、

この身近で重要なあいさつ言葉が、時には不快感を与えてしまう。その原因は、拙稿倉持(2013)

で触れたが、年齢、属する集団、階層等であいさつ言葉の使い方が異なっているからである。そ

こには、送信者と受信者双方が気付きにくい「言語変化」が存在する。 

 本稿の目的は、定型化されたあいさつ言葉が変容していく様態とその原因を明らかにすること

である。この変容を本稿では「形式（form）」と「内容(contents)」に分けて見ている。たとえば、

「おはようございます」が「おす」に変化するのは形式上の変容であるが、江戸期気の置けない
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仲間同士のあいさつだった「こんにちは」が、知識人をはじめ広く使われるようになると内容の

変化になる。これら使用法の実態と変化の様相を見ることにより、日本語のあいさつ言葉の特徴

や言語と社会との関係が明らかなる。これこそが最大の目的といえる 

 

２．あいさつ言葉とは何か 

 

 あいさつ言葉は、日本語文法の品詞では感動詞に分類される。感動詞とは、自ら発する感動（感

嘆）の言葉と他者への呼びかけからなる自立語である。したがって、あいさつ言葉は、他者への

呼びかけを目的とした自立語と定義づけられるであろう。しかし、この定義付けには「機能」と

いう概念が抜けている。言葉であり、他者を意識して投げかけられたものであるならば、何らか

の機能が備わっていなければならないはずである。 

 あいさつ言葉とは何かを考えるには、機能を中心とした定義付けがさらに必要になる。井出

（2003）では、あいさつを「対人関係の維持や変化を示し確認するもの」としている。このよう

に対人関係の維持や変化を示し確認する言語活動を、マリノフスキー（1923）は「交感的言語使

用」、すなわち「ファティックコミュニオン（phatic communion）」と名付けた。 

 あいさつ言葉は交感的言語であると定義づけることができる。したがって、情報のやり取りを

第一の目的とするものではない。交感的言語行動であるならば、使用形式はさまざまな可能性が

考えられる。例えば、出会いの場面でなら、「鈴木！」「先生」等と相手の名前や職位を呼ぶ行為、

「よう」「やあ」等の呼びかけ、「めし食った？」「今から？」等の質問、「おつかれ」「ごくろうさ

ん」等の労い等多種多様にわたる。その中でも、「おはよう」「こんにちは」のように、特に多く

使われる決まった表現がある。すなわち、「定型化交感言語」である。 

 

３．定型化交感言語の変化（ファティック化） 

 

3.1. あいさつ言葉の形式の変化 

 

多くのあいさつ言葉は、かつて実質的な意味を持っていた文の一部が決まり文句として繰り返

し使われるうちに、他の部分が省略され、その部分だけで役割を果すようになることで生まれた。

例えば、「さようならば（これにて失礼いたします等）」が、別れを表す「さようなら」になった

のが挙げられる。その「さようなら」はさらに「さよなら」「さいなら」に変化する。 

 沢木・杉戸(1999)は、その形式の変化について以下のように述べている。 

あいさつ言葉はいったん定型化すると、その語形・音形はどんどん「摩滅する」傾向が 

見られる。（中略）その場でコミュニケーションを実現するための対人的なふれあいを 

作り上げることに主眼のある phatic な言語行動があいさつであってみれば、そこでの 

あいさつ言葉は、きちんとした語形、本来的な語形をいちいち丁寧に言われなくても機 
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能を果たしうる。 

 ( 沢木・杉戸, 1999 : 131 ) 

 

 このような社交（交感）機能を持った言葉は、実質的な意味から解放されたため、社交的機能

が果たせるかぎり形を変え続け、それに伴い機能（特にポライトネス）も変化していく。 

以上のような言語の生成と変化の過程は、他の言語からも見つけることができる。英語の「バ

イバイ」がその例である。本稿は、定型化社交言語の生成を「ファティック化」、その後の変化を

「ファティック化が進む」とし、両現象を広い意味での「ファティック化」という言葉で表す。 

 

3.2. 文法化との違いとファティック化の定義 

 

ファティック化に近い概念として「文法化」が挙げられる。大堀壽夫(2004)によると、文法化と

は、それまで文法の一部ではなかった形が、歴史的変化の中で文法体系（形式論・統語論）に組

み込まれるプロセスであるとする。 

「自立性」を持った語が、付属語化することであるという「文法化」に対し、ファティック化

は、ある状況下でよく使われていた句が自立性を持ち一語化し、交感言語の機能を担うようにな

ることである。付属語化する文法化とは方向性が逆であろう。したがって、「文法化」とは分けて

考えるべきである。 

 以下にファティック化の概念を定義付ける。 

ファティック化とは、それまで交感機能に特化した独立語ではなかったものが、交感目的の語

（ファティックコード）となるプロセスである 。 

 

あいさつ言葉等の定型化社交言語が生成される過程は、今まで特定の呼び名のない現象であっ

た。その現象は、いわゆる「文法化」とは異なる。「ファティック化（phaticalization）」という概念

が成り立つことを提唱したい。 

 

４．定型化と日本語あいさつ言葉の変化 

 

4.1. 「さあらば」の定型化 

 

 繰り返されていた表現が定型化し、一つの感動詞となっていくことも変化である。日本で最も

早く定型化したのは、別れの言葉であると言われる。それは、平安時代に使われるようになった

「さあらば」から成った「さらば」である可能性が高い。ここでは、平安時代以降、定型化して

は次なる言葉との交代を繰り返してきた別れの言葉を例として言語変化を見てみたい。 

前田 (1985)に以下の記載がある。 
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「別れの時のあいさつ言葉は比較的早く発達していたらしい。（中略） 

中古前期にはすでに“さらばよ”という別れの言葉が成立していたことが分かるの 

である。」 

 ( 前田 , 1985 : 83 ) 

 では、その「さあらば」の「さ」とは、何かを指す言葉である。現在語では「そ」に当たるで

あろう。では、何を指しているのだろうか。それは、対面している相手との「時の変化」である。

状況から、別れるのにいい頃合いを感じ取り、それを「さ」で表している。しかし、これは、二

人あってのことであるから、一方的に宣言はできない。「あなたもそうであるならば」と仮定の形

で提案している。よく阿吽の呼吸というが、状況を変えるタイミングを計り、それを「どうです

か」と相手に持ちかけるというのが、日本人の好む別れのパターンではないだろうか。 

 これ以降、このように空気を読み合い、お互いに呼吸があったと見るや、一つの時間の終り（時

には何かの始まり）を指す語は、別れの言葉の定番となった。「さようなら」「そんなら」「それで

は」「じゃあ」「ほな」「したら」等、時代、使用地域が違えど、やはり、共有した時間と場所を意

識し、阿吽の呼吸で区切りを付ける別れの方法は同じである。 

 「さ」も「そ」も使っていない別れの言葉としてよく使われるのは、「失礼します」と「お疲れ

さまでした」であろう。 

 まず、「失礼します」と言って退出するのはなぜなのか。これは、共に同じ場で過ごした安定し

た時間を破ることへの失礼である。また、仕事終了時の「お疲れさま」も、同じ場で時間を過ご

し、相手が疲れているのを知っているから掛ける言葉である。どちらも、「さようなら」タイプと

共通している点がある。 

 したがって、日本人の別れのあいさつは、場を共有していたことを認識し、雰囲気から時間の

区切りを読み、お互いの了解の下に別れを宣言することであるといえる。 

 

4.2. 別れの言葉が定型化する時 

 

 次に、別れの言葉がいかに「区切りの機能」から定型化してきたか見てみたい。江戸期の半分

以上は東西ともに、「さらば」系の別れのあいさつを使っていた。「さらば」から派生語が次々に

現れる。「あば」「あばあば」「あばよ」「さらばへ」等である。これらの変化は、「さらば」が時を

区切る機能が希薄化され、単なるあいさつの記号と化してしまったことを表している。 

 日本人は、別れを告げるのに、相手との呼吸を計り、区切りを表す儀式を行わないと別れられ

ない性分らしい。そのため、この「さらば」系がその機能をなくした時、さらなる区切りの言葉

が必要とされた。これが、「さようなら（ば）」である。 

「さらば」の系譜以外には、階層を超えて広く「ごきげんよう」が使われていた。この語に前

出の「さようなら」が付いてくるようになる。以下の表は、発行時順に別れの言葉の使用例を並

べたものである。 
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表 1江戸期「さようなら」の主な使用例 

 発行時期 著者名 作品名 使用例 

1 1769 臼岡先生 郭中奇譚 「さよなら御きげんよウ」 

2 1770 北左農山人 南江駅話 
袖「モウヨルマイ」茶「サヨウナラ 御機嫌

ヨウ」 

3 1775 
馬糞中咲菖蒲（大

田南畝） 
甲駅新話 「左様なら、御きげんよう」 

4 1779 山手馬鹿人 道中粋語録 
左様なら御きげんよう。お静かにめしま

し」 

5 1787 山東京伝 
總籬（そうまが

き） 

「さやうなら、おいらん」「おやかましうござ

りいした」「どなたもごきげんよう」 

6 1788 唐洲 曾我糠袋 

さく「徳蔵御供にでやアさやうなら、御きげ

んよふ」時「いつてまゐりやせう」さよ「お

さくさん。さようなら」 

7 1795 南杣笑楚満人 敵討義女英 「さようならば道中ごきげんよく」 

8 1802 十返舎一九 東海道中膝栗毛 「皆さんこれにヽハイ、さようなら」 

9 1813 式亭三馬 浮世床 「ハイ、さやうなら」 

10 1826 葦廼屋高振 色深猍睡夢 「平さん、さやうなら」 

 

18 世紀に当たる１～７には、「さようなら」が「ごきげんよう」といっしょに使われている。

しかし、19世紀に入ったころ「さようなら」は「ごきげんよう」といっしょとはいえなくなる。 

 18 世紀から 19 世紀になる頃、すなわち寛政から享和の頃にほぼ定型化した感動詞になったと

見る。その理由は、さようならの前に「ハイ」等、時間を区切る表現が使われるようになるから

である。「さようなら」は、その場の頃合いを読んで、時間の区切りを告げるための接続表現であ

る。その言葉の前に、さらに区切りの言葉を付けるということは、後ろの「さようなら」に区切

りの機能がなくなったことを意味する。 

 この「ハイ」という掛け声は、意味のある言葉ではないが、相手の注意を喚起することで、一

種の区切りの機能を持つと考えられる。この語は、この頃より以前から、あいさつ言葉に付けて

使われている。 

 

例 1 『曾我糠袋』 

 「ハイ、御きげんよふ」 

( 唐洲 , 1788 )  
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これとほとんど同時期に出されたものにこのようなものがある。 

例 2  『總籬（そうまがき）』 

  「さようなら、御きげんよふ」 

( 山東京伝 , 1787 )  

 

すなわち、「ハイ」と「さようなら」は似たような機能を持っていたと見られる。しかし、それ

が「ハイさようなら」となったことで、「さようなら」は別れを告げる機能を持つ感動詞であり、

定型化したあいさつ言葉とすることができる。 

 

4.3. 別れの言葉「では」「じゃ」の登場 

 

4.3.1. 左様じゃ（では）の登場 

「では」とそこから派生した「じゃ」（以下「じゃ」系）は、どちらも江戸期に発生し、別れの言

葉に使われるようになったと見られる。前田(1979) 『江戸語の辞典』の初出紹介では、享和 2 年

(1802 年)「さよじゃ」の形である。登場の時期は「さようなら」系から少し遅れる。上方での記

載がないことから、江戸かその周辺から出てきたものであろう。 

 さようなら系との使い分けは、さようなら系に社会的身分の上位者や改まった場での使用が目

立つことから、そのような場ではないところでの使用と考えられる。すなわち、現在別れの言葉

の代表を成す「さようなら」系と「じゃ」系は、同じ時代、同じ地で使われ広がったと見られる。 

 

4.3.2. 「それでは（じゃ）」への変化（明治期） 

 明治期以降、文学作品からは別れの言葉として「左様では」「左様じゃ」（ひらがな表記も含む）

は、インターネット資料「青空文庫」からは見いだせなかった。 

 明治期以降は、「それでは」「それじゃ（あ）」という現在と同じ形が使われるようになった。し

かし、明治期ではまだ、かつての「さようなら」と同じ意味で、別れを表すマーカーには成りき

っていない。前言（または場の状況）から、次の展開へ導く接続表現として使われている。それ

は、文学作品で「それでは（じゃあ）。」のみで別れを告げる場面が見いだせないこと（別れの場

面で使われることさえ数少ない）、「じゃあね」等終助詞との接続がまだ現れないことからいえる。 

 

4.3.3. 別れの言葉としての「それでは（じゃ）」の登場（大正期） 

 大正期、別れの場面で多くの「それでは」が使われるようになる。さらに、「じゃあ」単独で別

れの言葉とする例が現れる。 

 

例 3  雪渡り 
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「それでは、さようなら」 

（宮沢賢治 , 1921 ） 

例 4  氷蔵の二階 

彼女は、頭で、じゃあ、と会釈し、外に出た。 

（宮本百合子 , 1926 ） 

 

4.3.4.感動詞「じゃ（あ）ね」の誕生 

 これまでの「では（じゃ）」は、あくまでも接続表現として、その文脈の中で別れの言葉の機能

を果たしていた。しかし、かつて「さようなら」が接続表現から感動詞への変化したように、こ

れらも新たな感動詞と変化していく。 

昭和に入ると、少数ではあるが「じゃ」に終助詞の「ね」を付け「じゃ、ね」という別れのあ

いさつが出てくる。 

例 5 富士 

 「もういいわ。じゃ、ね」（女が恋人らしき男に別れを告げる） 

                            ( 岡本かの子 , 1910年代前半) 

 

これらは現在では、最もよく使われる別れのあいさつ言葉になっている。これは、1960年代の

終わりから「よく使う新しい別れの表現」と認識されていたことが、1969年の雑誌からもわかる。 

 

例 6  週刊朝日. 昭和 44年 6月 20日号. ミニ字評 

 じゃあね 

  当節の子供たちは「サヨナラ」の代わりに「じゃあね」というようだ。 

（ 奥山 , 1969 .: 70） 

 

1950年以降の調査は、電子資料がまだ十分ではないため、検索使用ができず、芥川賞受賞作品

全集と、星新一全集、大学や地域図書館で、この時代に該当する作品集を一つ一つ見ていく方法

を取らざるを得なかった。その調査に結果、「じゃあね」は小説の中でも、1970 年前後から使用

が増えている。 

例 7  内灘夫人 

  「じゃあね」（19歳の少女が店の老人と年上の女性に別れを告げる） 

( 五木寛之 , 1968 年 : 291 ) 

例 8  会社の女 

  「じゃネ」（22歳の OLが同じ会社の年上の男に別れを告げる） 

( 清水一行 , 1971 ) 
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では、なぜ「じゃ(あ）ね」が、感動詞化しているといえるのか。それは、このひと固まりの語の

前に、区切りを表す語が付けられるからである。 

現在では、「じゃーね」の前にさらに、「そんじゃ」「それじゃあ」等を付けることがはやってい

る。 

 

例 9  その日のブログの最後の言葉 

「そんじゃ今回はこれでじゃーねー」 

ブログ Always by “shin” new Diary（sintaitatu.blog3.fc2.com） 

 

例 10  その日のブログの最後の言葉 

「それじゃじゃーねー」 

http://blogs.yahoo.co.jp/kikkun55/57795335.html 

  

かつて 19世紀の江戸期に「さようなら」が区切る機能を失い「ハイ、さようなら」のように使

われていたのと同じように、「じゃね」にも区切りを表す言葉がつくようになってきた。これは、

「じゃね」が区切りを表す接続表現というより、定型化したあいさつ言葉と捉えられる根拠であ

る。 

 

4.4. 形式と内容の変化 

 

別れの言葉は、時を区切り、場の共有意識を持つなどの内容の共通性を持ちながらも、「さあら

ば」「さらば」「さようなら（ば）」「あば」「では」「じゃあね」等と様々な形を取ってきた。 

他のあいさつ言葉にも、形式と内容の変化が認められる。しかし、その程度はそれぞれによっ

て異なる。たとえば、「おはよう」は形式上の変化は小さいが、内容には変化が認められるなどで

ある。 

次に、それぞれのあいさつ言葉のどこがどのように変化したのかを詳しく見ていきたい。 

  

５．形式と内容の変化の要因 

 

5.1. 変化した点は何か 

 

変化を引き起こす要因を抽出するために、以下の手順を踏んだ。 

１）定型化した基本形を決める（場合によっては丁寧形とぞんざい系の 2種になる） 

基本の形が敬体と普通体の二種になるもの（表には※印を付けた） 

    「おはよう」「おはようございます」 
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    「御苦労」「御苦労様」+（です・でした） 

    「お疲れ」「お疲れさま」+（です・でした） 

２）本論文で扱った主なあいさつ言葉にどんな変化があったのか、またはなかったのか表にする。  

３）表のデータを分析して、個々の変化の要因を導き出す。 

 

挨拶の変化のポイントとして大きく二つに分け、さらにそれぞれ 3 つずつ、計６つの項目を挙

げた。以下に表に使われた項目名について例と共に説明を加えたい。 

 

＜A 形式（音声・表記的形）に関するもの＞ 

（１）短縮化：「こんにちは」が「こんちは」のように短くなる現象 

（２）音の入れ替わり：「さようなら」が「さいなら」というように他の音素に置き換わる現象。 

（３）付け足し：「こんにちは」が「こんにちわっす」というように、何かが付けたされる現象。 

 

＜B内容（機能等）に関するもの＞ 

（４）使用者：時代とともに、今まで使わなかった人がその言葉を取り入れるといった例 

（５）意味の拡大：労い言葉の「お疲れさま」が出会いのあいさつに使われるような例。 

（６）ポライトネスストラテジー：ブラウン＆レビンソンの分類を利用。同じあいさつ言葉がポ

ジティブ機能が強くなったり、ネガティブ機能が強くなったり等ポライトネス機能が変わること。 

以下に各あいさつ言葉は、何が変化したかを示す表を載せる。 

ポライトネスストラテジーの「P」はポジティブポライトネスを表す。「N」はネガティブポライ

トネスを表す。 

 

表 2あいさつ言葉の何が変化したか 

  

A1 

短縮化 

 

A2 

音の入れ替え 

 

A3 

付け足し 

 

B1 

使用者 

 

B2 

意味の拡大 

B3 

ポライトネススト

ラテジー 

おはよう ○ × ○ △ △ P（＋N) 

こんにちは ○ × ○ ○ × P→N 

こんばんは × × △ ○ × P→N 

さようなら ○ ○ △ ○ × N 

ごくろう × × ○ ○ × P 

おつかれ ○ × ○ ○ ○ P 
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△は少数の使用または使用の可能性があることを表す 

＜補足１＞ 

短縮化の例「おはよ」「おは」「おす」「こんちは」「ちわ」「さよなら」「おつ」 

音の入れ替わりの例 「さいなら」 

付け足しの例 「おはよっす」「こんにちわっす」△「こんばんわっす」△「さよならっす」△

「ごくろうさまっす」「おつかれーす」 

＜補足２＞ 

「おはよう」の使用者の変化について 

  家族間でさほど使用されなかった「おはよう」が、家族間の朝のあいさつになった。 

＜補足３＞「おはよう」の意味の変化について 

 「おはよう」は元々、朝に限定したあいさつではなかったが、学校で指導項目に入れられてか

ら、朝のあいさつという意識が高まったと見られる。しかし、近年、状況は限られるものの、時

間に関係なく出会いに使う傾向が出ている。「語源」に帰るような現象のため、他と区別して△マ

ークを付けた。 

 

5.2. 表から分かること 

 

共通点として、ここに挙げた全てに「（っ）す」を付けることができるということ。さらに、定

型化から今までに使用層に変化が見られるということである。 

また、「今晩は」と「御苦労」以外は、何らかの形式変化を起こしている。明らかな意味の拡大

は、「お疲れ」系のみである。他は、定型化されたときのほぼ同じように、出会いや別れの意味を

保っている。 

ポライトネスストラテジーから見ると、「こんにちは」と「こんばんは」がポジティブストラテ

ジー（以下 PP）からネガティブストラテジー（以下 NP）に変化している。これは、気のおけな

い粋なあいさつや、新しい時代を象徴するようなあいさつから、だれでも使えるあいさつとなり、

無標化してしまったことから、PP ストラテジーが機能しなくなってしまったと考えられる。 

ただし、「おす」「ちわ」「おつ」等と短縮すれば、親しさや仲間意識を増すことができる。また、

「（っ）す」を付けた形にすると、敬意や親しさ等を表すことができる。 

現在、基本の形のままでは PP が機能しないものとして、「こんにちは」「こんばんは」「さよう

なら」がある。他のあいさつ言葉が機能して、なぜこれらは機能しないのであろうか。 

それは、メッセージを伝える力の弱さに起因していると考えられる。 

例えば、「おはよう」には時間に遅れず勤勉に活動することをほめる意味が、言葉に現れている。

「御苦労」は、苦労したことを理解し、その頑張りを評価したり同情する気持ちが字面から見え

る。「お疲れ」も、疲れるまで頑張ったことへの共感が見える。しかし、「こんにちは」からは、

出会ったことを認める意味しか伝わってこない。かつては、遊里出自のかっこよさや、欧米の匂
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いがする先進性があったが、それがすっかり忘れられた今は、伝えるべきメッセージを失ってい

る。  

 

5.3. 形式変化の要因 

 

では、変化を起こす要因とは何か。形式上の変化は、A2（音素の置き換え）よりも A1（短縮

化）と A3（付け足し）によるものが多かった。そこで、この二つの変化から考えてみたい。 

 

5.3.1. なぜ短くするのか 

その理由は、二つ挙げられる。一つは、必要以上に労力を割きたくないからである。もう一つ

は、短くすることでコミュニケーション上の効果が得られるからである。 

１）言語の経済性 

Zipf(1949)（以下ジフと表記）は、人間の行動には”principple of effort”すなわち最小限の労力で

行動しようとする原則が働いているとしている。ジフは、この法則を言語学にも当てはめ、語彙

の使用頻度、形式（音韻）、表記を例にした。 

ジフの言う最小限の労力をあいさつ言葉の選択においてみる。「こんにちは」は「こんちは」と

なったところで、意味を間違える人はいない。それがさらに「ちわ」となっても、相手への心証

を損なわない限り、問題はないわけである。 

では、なぜ「こんばんは」は短縮化しないのか。現在は仮説しか出せる状態ではないが、一つ

には、使用頻度との関係が考えられる。よく使うからこそ短縮する。しかし「こんばんは」は、

個々の人間がたびたび同じ相手に口にするあいさつではないのかもしれない。また、音韻論的な

理由も考えられる。消すべき音素が見つけにくいのではないだろうか。 

２）ポライトネスとしての効果 

あいさつ言葉を短くすることで、ポライトネスの機能はどう変わるのであろうか。短縮化によ

って大きく形を変えた語源の異なる三つの語、「オス」「チワ」「オツ」を比較したい。これらの共

通点は、親しい間柄か何かの集団内でのあいさつである。すなわち、基本の形から離れても、気

持ちは通じることを確信していなければ使えない。したがって、短縮することで、PP が機能する

ようになる。 

 

以上のことから、短縮(A3)の理由は、最小限の労力でコミュニケーションしようという人間本

来持っている行動本能とポライトネス上の効果への期待によって、起こると見られる。 

 

5.3.1. なぜ付け足すのか 

わざわざ完成されたあいさつ言葉になぜ語を付け足すのか。この語末の語の多くは「（っ）す」

である。その他は、相手への敬意を込めた労いである「御苦労」に江戸期後半に「様」を付ける
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用例が増えてきた。いずれにしても、これらには以下に挙げるポライトネス上の理由が考えられ

る。 

 

ⅰ）敬意低減の法則 

 すでに完成されていた「御苦労」に「様」がついたのは、第六章で述べたとおり、敬意低減の

法則が働いたものである。使われているうち、「御」だけでは敬意が物足りなくなってしまう。こ

れはいわば特別の待遇を表したかったのに、その敬語がありきたりになってしまい「無標」に近

いレベルになってしまうということである。そのために、新たな敬意の指標を加える必要があっ

た。これが「様」であったと見られる。 

ⅱ）新敬語の利用 

 敬意表現の付いた「おはようございます」「ご苦労様（です・でした）」「お疲れさま（です・で

した）」を除くと、「こんにちは」「こんばんは」「さようなら」には、適当な敬意を表す付属語が

今までなかった。しかし、普通体の語尾に「（っ）す」を付けるいわゆる新敬語が流行り、それが

あいさつにも付くようになった。この中で特に「こんにちは」はよく使われ、それに伴って、「こ

んちわっす」「ちわっす」とさらなる形式変化も起こしている。 

 ただし、他の「こんばんは」「さようなら」は、あまり新敬語と共に使われない。敬意を表した

い場合は、他の言葉を使う、この語を単独では使わず、他の言葉に敬意を含ませるといったスト

ラテジーを使っている。 

 新敬語を使うことで、敬意だけではなく親しさ、または所属意識を高めることができる。した

がって、「おはようございます」と「おはよーっす」は、敬意表現でも機能は異なる。 

ⅲ）経済性（労力の削減） 

 元々敬体を持つ「おはよう」「お疲れ」には、「おはよーっす」「お疲れーっす」のように新敬語

もよく使われる。では、敬意を表す形を持ちながら、あえて新敬語を使うのであろうか。理由は

二つ考えられる。一つは、先に述べたとおり、親しさや所属（仲間）意識を表すためである。も

う一つは、ジップの「最小限の労力」意識が働いている。「おはようございます」より「おはよー

す」で済めばその方が簡単でいい。最近、筆者にこのような簡便あいさつを使う大学生が増えた。

因みに授業終了時には、「あざっす」または「おつかれーす」が、ありがとうやさようならに混じ

っている。 

 普通体に新敬語を付けることによって、敬意表現の省エネを図っていると見られる。 

ⅳ）使用者の変化（ロジャーズの S 字曲線） 

 表では、全ての項目に使用者層の変化が挙げられていた。それは、第三章のロジャーズの普及

における S 字曲線から説明できる。最初は、取り入れた人数は少数であり、微増状態が続く。そ

の後、急速に伸び、やがて安定期に入る。これはまさに、新しい言葉の普及にも言える。 

ⅴ）ポライトネスストラテジー(B3)の変化 

 「こんにちは」「こんばんは」のポライトネスストラテジーが、PP から NP に変化している。こ
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れは、先に述べたように、ありふれたあいさつになってしまったため、仲間意識を表せなくなっ

てしまったことに原因がある。 

 では、「おはよう」「お疲れ」は、ありふれていながらどうして PP を保っているのであろうか。

それは、その形が残す相手を高く評価するメッセージ性であろう。「早い」「疲れた」という語源

の意味を表す部分がはっきり相手に伝わることが、これらの PP を保っている理由である。 

 

６．内容変化の要因 

 

内容の変化には、使用者の変化があげられる。例えば、江戸時代庶民、それも大人の間で使わ

れていた「こんにちは」が大正時代、小学読本に乗るまでになった。また、労いの言葉であった

「おはよう」が家族間でも使われるようになった。これらは、教育事情や、外国語の訳語として

の必要性が関係する可能性がある。 

また、意味の拡大があげられる。「お疲れさま」は、年に広まりだした戦後間もなくのころは、

労いの言葉か別れのあいさつ（それも芸能・放送業界などの）であった。しかし、1980年代以降

急速にその意味を広げ、「こんにちは」の代わりの出会いのあいさつなどになっている。これは、

「お疲れさま」の持つ仲間意識等が他の語にはない便利さを生み、時代の中で受け入れられてい

ったものとみられる。 

このように、内容の変化には、社会的要因が関わっている可能性が高い。次に、社会と言語変

化とのかかわりを見ていきたい。 

 

７．「大儀」の終焉と「ご苦労の全盛」 

 

 江戸時代、武士階級は下位者を労う時「大儀」を使っていた。しかし、この語は明治期に入る

と、早々に消えてしまった。その理由は、武士階級の象徴的な言葉と見なされたためと思われる。

徴兵制による近代的国軍という新しい時代の重要事項は、武士の否定からはいらなければならな

かった。とりわけ、この軍制度を推し進めていったのが、非武士階級の大村益次郎とその後を継

いだ元奇兵隊指揮官山縣有朋であった。「大儀」はまさに追放された言葉といってもよい。 

 軍隊の他、公の場所で採用された労い言葉は「御苦労」である。この語が軍隊用語として正式

採用された記録は見つかっていない。しかし、日露戦争回顧録である相馬基編(1935)において、皇

族将校が部下に「ご苦労であった」と声をかけ、その部下が感激したという記述がある。日露戦

争時には、この語が部下を労うものとして使われていたのは間違いない。 

 「御苦労」は、「ご苦労様」の形で、上位者にも親しいものにも、見知らぬ者にも、すなわち、

だれにでも使えた。明治から昭和 50 年頃まで、「御苦労」系の全盛期といってよいだろう。この

時代を振り返るならば、実際生活の苦労が絶えなかった時代であった。相次ぐ戦争と敗戦、復興

と高度成長の中で、日本人は苦労をし続けた。そんなお互いの苦労を讃え、同情し合っていた時
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代であった。 

 

7.2.「お疲れ」の伸張 

 

 「お疲れさま」等の「お疲れ」系は、古くからあったようが、主に名詞での使用で、感動詞と

しては、上方・江戸等ではほとんど会話で見いだせない。中部地方等の方言として使われていた。

芸能界（特に歌舞伎界）、放送業界にあいさつとして使われていた。 

 別れのあいさつとして広がるのは、映画や放送業界が盛んになってからのことであるから、昭

和に入ってからではないか。労いとしては、昭和の終わりまで「ご苦労様」とうまく使い分けら

れていた。この語は、1980年代、御苦労以上に便利な労いとして認識されるようになり、1990年

代には、非常な広がりを見せ、意味の拡大を見ている。 

 

7.3. 「じゃあね」と若者文化 

 

 「じゃあね」は、昭和の初期からあったとしても、新たな別れの感動詞といえるほど、定型化

されるのは、1960 年代後半（昭和 40 年代）である。この時代、戦後に教育を受けた子供たちが

成長し、朝鮮戦争、中華人民共和国の成立、日米安保、それに続く学生運動など、古い価値観が

保てない時代であった。この時代の中、若者たちは既成の縛りを次々に破り、新しい言葉を模索

していた。 

 「じゃあね」が若者の別れのあいさつとして、人気を博したのも、そのような背景が影響して

いるのではないだろうか。 

 

7.4. あいさつ言葉が消える（新興類似表現の登場） 

 

 あいさつにおいて、言葉を交わす傾向は増え続けている。かつて、無言の会釈が普通であった

職場の廊下でのすれ違いも、今では「声をかけないのは失礼」という意識に変わってしまった。

そのような時代にありながら、「ご苦労様」が絶滅の危機にひんしている。他にも「ごきげんよう」

も絶滅危惧種に入れられるかもしれない。絶滅とはいかないまでも「さようなら」は、学校以外

では使う機会があまりない。 

 これらの衰退の原因として考えられるのが、類似表現の勢力拡大である。かつて「大儀」は政

策が絡んでいたとはいえ「御苦労」に追われた。その「御苦労」も「お疲れ」系によって、特に

若い層の使用者を減らしている。「こんにちは」も「おはようございます」の午後進出と、「お疲

れさま」の汎用化、さらに、自らの派生語である「ちゃす」等によって、使用の機会を減らして

いる。「さようなら」は、公の場使える「失礼します」と日常的で家族にも使える「じゃあね」に

よって、肩身の狭い立場にいる。今後、「さようなら」は「さらば」と同じように感動詞から名詞
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さらに連体詞的用法に変わっていく可能性も考えられる。 

 社会に何らかの変化があれば、それに合わせて選ばれる言葉も変わってくる。わずか 10 年後、

あいさつ言葉に変化が起きているかもしれない。 

 

7.5. あいさつ言葉を変化させる要因とは 

 

これまでの形と内容の変化の分析結果から、変化をもたらすものは内的要因と外的要因に分け

られる。 

内的要因 

１）最小の労力で行動しようとする意識（言語の経済性） 

２）ポライトネス（P と略）上の効果を求める意識（主にポジティブ P） 

３）敬意低減の法則 

（主にネガティブ P.である。 無標化を恐れ、敬意を示す付属語を付け足す） 

外的要因 

４）使用層の変化（普及の S字曲線）とそれに伴う無標化（ポライトネス機能の変化） 

５）社会からの影響 

６）類似語表現の勢力拡大 

７）誤解の定着 

 

これらの要因をさらにみると、人間関係上の効果を求めて語を変形させる１）から３）までと、

時代の変化の影響を受けて語が変わっていく５）から７）までに二分される。４）は普及という

いわば社会的な要因でもあるため、はっきりと分けられるものではない。したがって両者の中間

に位置している。前者の変化は個々人の内側から発するものであり。後者は外部からの影響によ

るところが大きい。また、これらの要因は互いに関係しあっている。たとえば、敬意低減の法則

は、敬意が無標化されることでもある。また、言語の経済化は、言葉を短くして元の形を崩して

も許される関係であることが前提となることが多いため、ポジティブ P の効果にもつながる。 

以上、さまざまな要因を挙げたが、これらが複雑に影響しあい、言語変化につながると考えら

れる。 

 

８. あいさつ言葉の終焉 

 

8.1. 意味と機能の希薄化から無標化へ 

 最も古い可能性が高い定型化あいさつである「さらば」をモデルに、あいさつ言葉の終焉を見

てみたい。 

 「さらば」は、時間を区切る機能のゆえに、別れのあいさつに使われるようになった。しかし、
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定型化によってその意味は薄れ、単なる別れを告げる音の連なりとなっていった。しだいに、あ

りふれたあいさつとなり、そのままの形（基本形）は、無標化していく。この無標化とほぼ同時

に「さらばへ」「あば」等の派生語が生まれるようになる。そして、実際に時間を区切る機能を持

った新表現「さようなら」に代わられる。 

  

8.2. 現役を退いた後のあいさつ語（用途と品詞の変化） 

 

8.2.1. 感動詞から名詞へ 

 使い古されたあいさつ言葉は、もはや感動を呼ばない感動詞になり、他の類似表現が力を得れ

ば、実用的なあいさつ言葉の座を降りなければならなくなる。しかし、一度定型化されたものは

簡単には消えない。そこには二つの道が残される。 

 一つは、文学的な表現になり、人の心情に訴える働きをする。我々は文を書く時、敢えて古語

を使うことがある。その時この古語は、現代の表現に対して有標であるがゆえに、心情を強調す

る効果がある。たとえば、平安時代から江戸期まで使われた「さらば」が、日常のあいさつ言葉

というステージでは現役を終えたものの、SFアニメの主題歌になるほど、その存在感は確かであ

る（1974年からテレビで放送が始まったアニメ「宇宙戦艦ヤマト」の主題歌の冒頭が「さらば地

球よ」）。 

もう一つは、品詞を変えて生き残ることである。平安時代の「さあらば」が」「さらば」という

定型化された感動詞になった。それが、あいさつ言葉の座を「さようなら」に譲ってから、「おさ

らば」のように、主に名詞として使われるようになった。また現在、別れのあいさつを代表する

はずの「さようなら」も、「サヨナラする」「さよならだけが人生だ」のように名詞として使われ

ることが珍しくない。また、サヨナラヒット、さよならパーティーのように名詞を修飾する連体

詞のように使われるようにもなっている。 

 

8.2.2. 元が名詞の語（大儀） 

 では、定型化する前の状態が名詞の場合はどうなるか。「大儀」がこの例に当たる。武家社会で

主君が家来や使用人をねぎらう「大儀」は明治維新後、武家社会の消滅と共に消させてしまった。

しかし、江戸以前から全国的に広がっていたこの語には敬意を示す「御大儀」という使い方もあ

った。これは、消されることはなく、方言として今でも残っている。ただ、感動詞としての使い

方はさほど多くはないのではないか。「御大儀ぶるまい」のように名詞の一部ないし、名詞を修飾

する連体詞の働きをしてるものが多いようである。 

 他に名詞から来ているものには「御苦労」「お疲れ」があるが、大儀と異なり、あいさつ以外に

も普通に使える言葉なので、感動詞として忘れられていっても、元の名詞としての機能は失われ

ないであろう。 
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９．まとめ  

 

 あいさつ言葉の変化は、形式と内容の二つの面からとらえられる。そして、その変化の要因は、

内部からの要因と外部からの要因に分けられる。 

最初に定型化されたと言われるあいさつ言葉が別れの言葉であったということは、日本人がそ

れだけ、別れ方に心を砕いていたということであろう。「去る」という行為の前には、言葉でそれ

を表し、人間関係の維持につなげなければならない。相手が「ああ、別れを告げているのだな」

とわかるような別れのマーカーが必要とされたのであろう。 

 その際、別れのマーカーに選ばれたのは、場の空気から時間の区切りを行うという行為であっ

た。これは一方的な宣言ではなく、相手との阿吽の呼吸で行われた。これは、「場の共有意識」に

よるものである。 

 この場の共有意識は、別れのときだけではなく、後年生まれ続けた様々なあいさつにも当ては

まる。この背景には、日本人の思想や文化が関係している。 

 あいさつ言葉は感動詞の一つである。その品詞名の通り、人の心情と大きく関わっている。そ

のため、あいさつ言葉は時間と共に様々な変化を起こす。人は、古いものを忘れ、新しさを求め

る。個々の言葉の持っている本来の意味を離れ、飽き、時代によりあった語を歓迎する。 

 すでに、「さらば」や「大儀」はあいさつ言葉としては終焉を迎えたと考えていいだろう。また、

「ご苦労様」や「さようなら」もかなり人気に陰りが見えている。しかし、かつて広く使われて

いたあいさつ言葉は、そう簡単には消滅せず、品詞を変え、名詞や連体詞になることで残ってい

く。 

 あいさつ言葉に変化は付きものではあるが、完全にその存在を消すことは難しい。使われなく

なったとしても、その時代の特徴や人々の生活、心情を知る「よすが」として、貴重な存在であ

り続けるであろう。 

尚、本稿は論証不十分の箇所もある。限られた紙面では十分に表せなかったが、近年の拙稿を

合わせ読んでいただけば、例や根拠となるデータをお見せできる。 
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